
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し新型コロナ禍での 

新型コロナ感染拡大を受けて、1 学期の間はほぼ休止状態だった学校支援地域本部事業。

２学期に入ってからは、徐々に対策を講じた上で活動が始まっています。なかでも、授業時

間外に開かれている品川地域未来塾は、例年、参加した子どもたちから「少人数だから、質

問しやすい」「授業がわかるようになってきた！」と好評で、「自らの学びの場」としての存

在感が高まっています。今年 9 月には、AI 型教材「Qubena」を搭載したタブレットが未来

塾に参加している６年生に配られ、ますますパワーアップしています。 

 品川地域未来塾とは、授業時間外に、地域

の方々をはじめとする指導員のもと、多くの

学校で行われている学校支援本部事業による

学習支援の一つです。 

地域とともにある学校づくり 

品川コミュニティ・スクール通信  VOL.８ 

品川地域未来塾 

AI型教材「Qubena」導入 

もちろん、AI による個別学習が万全とい

わけではありません。黙々と一人で取り組

むことが苦手な児童やきちんと文章を読む

ことを面倒くさがる児童には、指導員がマ

ンツーマンで寄り添い、わからないところ

を一緒に考えたり、声に出して読んだり、

プリントを別に用意したりと児童に合った

方法を模索しながら取り組んでいます。 

 子どもたちも、お友達と一緒に勉強でき

る環境のもと、自分のペースで集中して、

頑張っています。 

学校支援地域本部事業 

令和２年１２月３日 発行 

伊藤小学校での６年生の未来塾の様子 

その地域未来塾で、タブレットにインスト

ールされた AI 型教材「Qubena」を利用し

た学習が始まりました。現在のところ、６年

生算数のみの対象ですが、問題を解いてみ

て、つまずきやすいところや弱いところを

AI が解析。その児童の理解度に合わせた問

題が自動的に出題され、個人の進み具合や取

り組むスピードに合わせた、基礎的な学びが

可能となりました。 

 

地域未来塾の感染防止対策 

 授業と同様、３密を避けて行っています。

指導員も、マスク着用・手指消毒。開始前・

終了後には机や椅子の消毒も行っています。 

自分のペースで取り組める Qubena。 

指導員からは進みが早いとの声も！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新型コロナは、注意をしていても誰でも感染

する可能性があります。今後の感染拡大を見据

え、支援本部事業もオンライン会議システム

Zoom を活用した取り組みにトライし、外部の

方々との「つながりの継続」を試みています。 

 

発行・問い合わせ 

 

品川区教育委員会事務局 
指導課学校地域連携係 

〒140-8715 

東京都品川区広町 2-1-36 

TEL.03-5742-6595  

 

品川地域未来塾 指導員 募集！ 

品川区立学校では、コミュニティ・スク

ールの活動の一環として、品川地域未来

塾を実施し、子どもたちへ「学びの場」を

提供しています。 

地域の方々や大学生、講師・指導助手等

を指導員として主に放課後に行います。 

参加する子どもたちも、自身の「成長」

を実感しています。 

学びに向かう姿勢や学習の遅れを取り

戻す上でも、未来塾の必要性は高まって

おり、多くの指導員を必要としています。 

教員免許がない方でも指導員になるこ

とができます。詳細は、各校までお問合せ

ください。 

大井第一小学校では、６年生市民科「情報ネ

ットリテラシー」の授業を４クラスそれぞれ

講師と Zoomにつないで 

行いました。はじめは 

インターネットや SNSに 

ついて、気をつけること 

を学びました。 

次にグループに分か 

れてケース研究、最後 

に発表を行い、講師か 

らフィードバックをもらいました。双方向で

やりとりできる良さを感じました。 

    つながりを止めないため、 

    Zoomによる出前授業に挑戦！ 

品川コミュニティ・スクールについて、 

ホームページで詳細をご紹介しています。 

 
品川コミュニティ・スクール 検索 

浜川小学校では、 

３年生社会科「工場 

見学」の授業を、 

ものづくりの工程を 

映した動画の「事前 

視聴」と Zoomを利用 

した「講師との質疑応答」という、ハイブリッ

ド型（オフラインとオンラインの組み合わせ）

の授業に挑戦しました。 

立会小学校では、５年生理科「再生可能エネ

ルギー」の授業を東北大学の先生と Zoom につ

ないで実施しました。 

まず、講師からお話 

を聞いた上で、バイオ 

メタンガスを作る体験 

をボランティアの方々 

の力をお借りして行い 

ました。実験中は様子を講師に見ていただき、

アドバイスを受けながら進めました。 

作ったバイオガスは、来年のパラリンピック

で聖火を燃やすエネルギーとして使用予定だ

そうです。 

今後も、新しい「つながりの在り方」を先生

方とともに考えていきます。 

未来塾指導員から教員へ！ 

           

指導員として活躍中の青木 

さん。大学１年生の時から、 

複数の学校の未来塾で子ども

た    たちの学びに寄り添って来て

くださっています。 

来年には、教員になることが決まった

そうで、未来塾で、 

様々な児童・生徒と 

関われたことが貴重 

な経験となったとの 

こと。頑張ってください！ 

画面越しに講師にプレゼン 

仙台市の講師に質問 

工場見学も教室から行いました 


